
守
山
福
祉
会
館
＝
小
幡
１
＝

内
、
昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ジ
ム
「
体
操
室

す

こ
ら
」
の
利
用
登
録
者

が
、
こ
の
ほ
ど
１
０
０

人
を
突
破
し
た
。
登
録

と
利
用
は
無
料
で
、
市

内
在
住
の

歳
以
上
の

人
が
対
象
。

下
半
身
強
化
に
特
化

し
た
ジ
ム
で
、
フ
レ
イ

ル
（
要
介
護
に
な
る
一

歩
手
前
の
状
態
）
の
予

防
が
目
的
。
ま
た
名
称

の
「
す
こ
ら
」
は
「
す

こ
や
か
に
な
れ
る
ラ
ウ
ン
ジ
」

と
、
学
校
（
ラ
テ
ン
語
で
ス
コ

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
ミ
ニ

テ
ニ
ス
大
会
（
８
月

日
、
志

段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
競
技

場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販
売
店

連
合
会
後
援

▽
混
合
の
部
①
岡
田
公
民
・

大
桒
道
子
②
田
島
誠
治
・
寺
尾

珠
美
③
大
島
隆
・
日
榮
晴
子

▽
女
子
の
部
①
岡
田
豊
子
・

寺
尾
晴
美
②
川
﨑
ふ
さ
代
・
寺

尾
直
美
③
杉
山
か
つ
子
・
山
田

真
由
美
（
敬
称
略
）

先
月

日
に
開
幕
し
た
「
な

ご
や
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
」
（
中

日
新
聞
社
な
ど
後
援
）
の
区
対

抗
の
部
で
、
守
山
区
の
卓
球
女

子
チ
ー
ム
が
準
優
勝
。
選
手
代

表
が
こ
の
ほ
ど
、
小
島
康
裕
区

長
を
訪
ね
て
報
告
し
た
。

区
対
抗
の
部
の
卓
球
は
先
月


日
、
男
女
共
に
北
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内


区
の
選
抜
チ
ー
ム
が
出
場
。
６

単
１
複
に
よ
る
団
体
戦
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
末
、
守
山
区
の
女
子

チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
た
。

表
敬
訪
問
で

は
、
区
体
育
協

会
卓
球
部
部
長

で
監
督
兼
選
手

の
山
下
裕
美
さ

ん
が
小
島
区
長

に
結
果
を
報

告
。
こ
の
日
一

緒
に
訪
れ
た
同

協
会
の
梅
山
昭

彦
会
長
か
ら
は

世
代
を
超
え
た

交
流
も
―
。
「
夏

休
み
こ
ど
も
マ
ー
ジ
ャ
ン
教

室
」
が
こ
の
ほ
ど
、
上
志
段
味

公
民
館
＝
上
志
段
味
中
屋
敷
＝

で
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
高

齢
者
ら
と
〝
ジ
ャ
ン
卓
〟
を
囲

む
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
。

上
志
段
味
学
区
地
域
福
祉
推

進
協
議
会
ほ
か
が
主
催
。
マ
ー

ジ
ャ
ン
は
近
頃
、
思
考
力
や
分

析
力
な
ど
が
養
わ
れ
る
「
頭
脳

ス
ポ
ー
ツ
・
ゲ
ー
ム
」
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
も
人

気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

同
協
議
会
は
、
フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
の
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
」
を
昨
年

月
か
ら
開
催
。

そ
の
参
加
者
が
、
夏
休
み
中
の

子
ど
も
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
基
本

ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
教
え
、
対

局
も
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

全
４
回
の
教

室
の
３
回
目
、

先
月

日
に
は

子
ど
も
と
高
齢
者
ら
が
３
台
の

卓
に
分
か
れ
て
実
践
。
点
数
計

算
は
行
わ
ず
、
四
つ
の
面メ

ン

子ツ

と

一
つ
の
雀

ジ
ャ
ン

頭ト
ウ

の
あ
が
り
の
形
に

も
っ
て
い
く
こ
と
を
中
心
に
学

ん
だ
。

卓
か
ら
は
「
最
近
ど
こ
か
に

出
か
け
た
？
」
な
ど
、
ま
る
で

孫
に
話
し
か
け
る
よ
う
な
優
し

い
声
や
み
ん
な
で
笑
い
合
う

声
。
ど
の
牌ハ

イ

を
捨
て
た
ら
い
い

の
か
途
中
で
分
か
ら
な
く
な

り
、
周
り
の
人
に
助
け
を
求
め

る
子
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

姉
妹
２
人
で
参
加
し
て
い
た

小
６
の
女
の
子
は
「
マ
ー
ジ
ャ

ン
楽
し
い
？
」
の
問
い
に
黙
っ

て
う
な
ず
き
、
感
想
に
つ
い
て

「
あ
が
っ
た
時
が
快
感
」
と
満

面
の
笑
み
で
話
し
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
と

手
作
り
に
よ
る
「
お
ば
け
や
し

き
」
が
７
月

日
、
守
山
児
童

館
＝
小
幡
１
＝
で
催
さ
れ
、
約

２
３
０
人
が
来
場
し
た
。

同
館
で

年
以
上
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
夏
の
恒
例
行
事
。

公
募
で
集
ま
っ
た
小
３
か
ら
中

２
ま
で
の
実
行
委
員

人
が
、

内
容
の
話
し
合
い
や
制
作
な
ど

７
月
中
旬
か
ら
７
回
に
わ
た
っ

て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

体
育
室
を
会
場
に
、
段
ボ
ー

ル
と
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で

仕
切
っ
て
コ
ー
ス
を
設
営
。
途

中
「
公
園
」
「
サ
ー
カ
ス
」
な

ど
四
つ
の
エ
リ
ア
を
設
け
、
怖

そ
う
な
飾
り
や
彩
色
を
施
し
た

ほ
か
赤
い
手
形
も
つ
け
た
。

ま
た
驚
か
せ
る
た
め
の
道
具

に
は
、
同
館
の
お
ば
け
や
し
き

で
長
く
使
わ
れ
て
い
る
カ
ッ
ト

練
習
用
マ
ネ
キ
ン
を
は
じ
め

〝
備
品
〟
を
使
用
。
新
た
に
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
グ
ッ
ズ
も
購
入

し
、
加
工
す
る
な
ど
工
夫
し
た
。

当
日
は
整
理
券
配
布
に
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。

来
場
者
か
ら
「
面
白
か
っ
た
」

や
「
怖
か
っ
た
」
の
声
が
多
く

聞
か
れ
る
中
、
お
化
け

役
の
演
技
力
に
泣
い
て

し
ま
う
小
さ
な
子
の
姿

も
見
ら
れ
た
。

実
行
委
員
の
一
人
、

中
学
２
年
の
男
の
子
は

「
驚
い
て
く
れ
た
り
、

び
っ
く
り
し
て
く
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
。
（
大

声
で
驚
か
せ
て
い
た
こ

と
で
）
喉
が
つ
ぶ
れ
そ

う
」
と
話
し
て
い
た
。

地
域
の
人
ら
に
よ
る
出
店
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
「
志

段
味
納
涼
夏
ま
つ
り
」
が
先
月


日
、
志
段
味
西
球
場
＝
桜
坂

５
＝
で
開
か
れ
、
家
族
連
れ
を

は
じ
め
と
し
た
約
８
千
人
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

志
段
味
商
工
振
興
会
・
守
山

商
工
会
が
主
催
、
名
古
屋
市
や

中
日
新
聞
社
ほ
か
が
後
援
。
夏

休
み
最
後
の
思
い
出
に
な
る
よ

う
―
と
続
け
ら
れ
て
い
る
祭
り

で
、
こ
と
し
は

回
目
。

出
店
エ
リ
ア
に
は
飲
食
や
催

し
も
の
と
い
っ
た

店
以
上
が

登
場
し
、
ど
こ
も
行
列
。
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

す
観
客
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

開
会
式
で
は
河
村
た
か
し
市

長
が
「
名
古
屋
国
歌
み
た
い
な

も
の
」
と
前
置
き
し
、
お
な
じ

み
「
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
！
」

の
歌
を
披
露
。
歌
詞
の
一
部
を

「
燃
え
よ
志
段
味
納
涼
夏
ま
つ

り
」
に
替
え
て
声
を
響
か
せ
、

来
場
者
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

恒
例
の
花
火
大
会

は
、
遠
く
の
雷
光
と

共
演
す
る
か
の
よ
う

に
打
ち
上
げ
。
ま
た

今
回
、
会
場
へ
来
ら

れ
な
い
人
向
け
に
初

め
て
企
画
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
花
火
ラ
イ

ブ
中
継
は
ゲ
リ
ラ
豪

雨
の
た
め
中
止
と
な

っ
た
。

志
段
味
商
工
振
興

会
の
市
川
敦
久
会
長

は
「
地
域
の
方
々
の

協
力
で
、
こ
と
し
も
何
と
か
開

催
で
き
た
。
さ
ら
に
面
白
い
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
は
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

子
ど
も
向
け
「
夏
休
み
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
１
日
体
験
講
座
」
が

先
月
５
日
、
守
山
区
社
会
福
祉

協
議
会
＝
小
幡
南
１
＝
で
開
か

れ
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
男
女
９
人
が
参
加
し
た
。

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
と
同
協
議
会
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
っ
て
何
？
―
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
毎
年
開
催
。
こ
と
し

は
、
区
内
で
４
年
前
に
始
ま
っ

た
取
り
組
み
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
ラ
イ
麦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
行
っ
た
。

ま
ず
、
区
ボ
ラ
連
の
柏
本
妙

子
副
会
長
が
「
自
分
に
合
っ
た

こ
と
を
、
無
理
な
く
」
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
を
紹
介
。

ま
た
区
社
協
職
員
が
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
自
然
に
優
し
く
、

交
流
の
場
や
仕
事
づ
く
り
に
も

な
っ
て
い
る
な
ど

を
説
明
し
た
。

続
い
て
参
加
者

た
ち
が
は
さ
み
を

手
に
、
ラ
イ
麦
の

節
を
除
い
て
ス
ト

ロ
ー
状
に
す
る
節

切
り
を
体
験
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ハ

ン
ド
ク
ラ
フ
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
」
ら
に

教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
麦
わ
ら
細
工

も
楽
し
み
、
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
形
が
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。守

山
高
校
＝
中
志
段
味
元
屋

敷
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
部
長
の

竹
内
健
斗
さ
ん
（
３
年
）
は
、

部
活
の
一
環
と
し
て
３
人
で
参

加
。
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
校

外
で
の
活
動
が
な
か
な
か
で
き

な
か
っ
た
。
今
回
体
験
で
き
た

こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

同
協
議
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、

点
字
を
体
験
す
る
教
室
も
三
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
参
加

者
た
ち
が
点
訳
に
必
要
な
用
具

や
文
章
の
打
ち
方
ほ
か
点
字
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

区
内
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

メ
ン
バ
ー
ら
が
、
そ
の
活
動
に

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
催
し
た
も
の
。
点
字

は
意
外
と
身
近
で
、
家
電
品
の

ス
イ
ッ
チ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

ボ
タ
ン
周
り
な
ど
に
も
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
伝
え
た
。

用
具
は
、
扱
い
や
す
い
も
の

と
し
て
点
字
盤
・
定
規
・
点
筆

の
３
点
セ
ッ
ト
を
紹
介
。
ま
た

点
字
は
横
書
き
の
み
で
、
打
つ

と
き
は
右
か
ら
左
、
読
む
と
き

は
反
転
さ
せ
て
左
か
ら
右
に
な

る
と
の
説
明
も
し
た
。

７
月

日
の
教
室
に
は
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で

人
が
参
加

し
、
単
語
な
ど
の
簡
単
な
点
訳

に
挑
戦
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

「
穴
が
開
か
な
い
よ
う
力
を
加

減
し
て
ね
」
（
穴
が
開
く
と
指

で
読
む
際
、
破
れ
の
原
因
に
な

る
）
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。

出
来
上
が
っ
た
点
字
は
、
視

覚
障
が
い
者
の
講
師
が
実
際
に

読
ん
で
確
認
。
「
ば
っ
ち
り
で

す
」
の
言
葉
に
子
ど
も
が
笑
顔

を
見
せ
て
い
た
ほ
か
、
感
想
を

「
思
っ
た
よ
り
難
し
く
て
大
変

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
人
向
け

の
講
座
「
や
っ
て
み
よ
う
！
手

話
」
が
、

月
３
日
か
ら

月


日
ま
で
の
毎
週
木
曜
、
守
山

区
社
会
福
祉
協
議
会
＝
小
幡
南

１
＝
で
開
か
れ
る
。

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
を

使
っ
て
催
さ
れ
る
講
座
。
「
耳

の
聞
こ
え
な
い
方
と
お
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
」
を
副
題
に
、
全


回
で
手
話
を
学
ぶ
。
各
日
と

も
午
前

時
～
正
午
の
間
。

申
し
込
み
は
同
協
議
会
の
窓

口
や
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
＝
０
５

２
（
７
５
８
）
２
０
１
５
＝
で

受
け
付
け
。
フ
ァ
ク

ス
の
場
合
は
「
手
話

講
座
希
望
」
と
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
送
信
。

区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
人
対
象
、

先
着

人
。
受
講
費

５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）
。
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
同
協
議
会

＝
☎
０
５
２
（
７
５

８
）
２
０
１
１
＝

へ
。

ラ
）
み
た
い
に
毎
日
通
っ
て
ほ

し
い
―
の
意
味
を
込
め
た
。

設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
は
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ス
テ
ッ
パ
ー
、

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
レ
ッ
グ
プ
レ

ス
な
ど
８
種
類
。
初
回
説
明
会

（
毎
週
金
曜
開
催
、
要
予
約
）
に

参
加
し
た
後
、
開
館
日
の
午
前

９
時
半
～
午
後
４
時
半
の
間
で

自
由
に
利
用
で
き
る
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に
毎

日
通
え
る
場
所
は
市
内
で
も
ま

だ
少
な
く
、
守
山
福
祉
会
館
の

担
当
者
は
「
同
年
代
の
方
ば
か

り
で
す
の
で
お
気
軽
に
」
と
利

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
同
会
館
＝
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
３
３
０
＝
へ
。

「
立
派
な
成
績
を
挙
げ
て
い
た

だ
い
て
」
と
、
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
を
受
け
た
。

歓
談
が
始
ま
る
と
「
守
山
は

卓
球
が
結
構
強
い
ん
で
す
ね
」

と
小
島
区
長
。
ま
た
山
下
さ
ん

は
や
り
取
り
の
中
で
「
相
手
の

選
手
が
ど
の
よ
う
な
順
番
、
組

み
合
わ
せ
で
出
て
く
る
か
を
推

測
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
」
と

戦
い
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

梅
山
会
長
の
「
来
年
も
よ
ろ

し
く
」
と
の
呼
び
か
け
に
「
頑
張

り
ま
す
」
と
答
え
た
山
下
さ

ん
。
来
年
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

へ
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
練
習

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
な
が
ら
、
選
抜
チ
ー
ム
を
構

成
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の

ジ
ム「
体
操
室
す
こ
ら
」

市
内
在
住

歳
以
上
の
人
が
対
象
、利
用
無
料

卓
球
女
子
選
手
代
表
が
区
長
を
訪
問

「
な
ご
や
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
」で
の
準
優
勝
を
報
告

児
童
館
の
恒
例
行
事
「
お
ば
け
や
し
き
」

お
化
け
役
の
迫
真
の
演
技
な
ど
で
怖
が
ら
せ
る

女
子
の
部
の
優
勝
ペ
ア

混
合
の
部
の
優
勝
ペ
ア

無理なく楽しく―フレイル
予防で体を動かす利用者ら

どうしたら怖いかな―当日に
向けて準備をする実行委員ら

日
が
傾
く
ご
と
に
浴
衣
姿
が
目
立

ち
始
め
、
出
店
は
人
で
い
っ
ぱ
い

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
の
熱
演

に
子
ど
も
た
ち
も
ノ
リ
ノ
リ

力強い音と動き―祭りを盛り上げる和太鼓演奏も

点訳ボランティアらの指導で点字の打ち方を体験

ドイツ発祥の麦わら細工・ストロ
ースター作りを体験する参加者ら

区社協、区内のボランティアらが
子どもたちを中心に体験講座開催

ボランティアって何？夏
休
み
最
後
の
思
い
出
に
―

「
志
段
味
納
涼
夏
ま
つ
り
」

出
店
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
大
に
ぎ
わ
い

市民スポーツ祭で活躍した
守山区卓球女子メンバーら

夏休みこどもマージャン教室
高齢者らがルールなどを教え対局も

マージャンで世代
間交流―「健康マ
ージャン」向けに
手作りしたジャン
卓を囲みながら

夏
休
み
１
日
体
験
講
座

点
字
体
験
教
室

や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

受
講
者
募
集
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